
別紙４２（別添）様式２

令和 7 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

6月3日に振り返り面談を行う。

＜目的＞

緊張していたのか最初はぎこちなく時間がかかっていた。

＜成果＞ 実習期間は、遅刻もなく、休まず実習出来た。

作業の取り組みに関しては一生懸命に取り組んでいた。

住　所 愛知県一宮市栄1丁目10-16 ウイングズビル4階北室 管理者名 太田 恵実子

連携先企業（担当者） 尾張西部障害者就業生活支援センターすろーぷ・ハローワーク一宮

電話番号 0586-26-1577 対象年度 令和6（2024）年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

HW・障害者就業・生活支援センターより一般就労の見学、

案内あり希望者を募り、3月28日に見学。

障害者就業・生活支援センターの方と4月11日に面談

5月30日、5月31日、6月3日実習。9時～15時

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 オーシャン 一宮 事業所番号 2312102078

ロッカーの使い方、トイレの場所、

制服の着脱の仕方を確認する。

衛生着の着方、帽子の着脱の注意点を聞き、

実際に行ってみる。

瓶にシールを貼る作業・・貼り方の説明を聞き、取り組む。

シールが歪んでしまったり、

しわがよってしまったりと上手くできない。

一般就労候補先での実習。

企業先でのルールに従って働くことの経験。

他者とのかかわりを持ち一緒に働くことの経験。

実習先：時間厳守もできていてよかった。グループ作業も問題なく取り組めた。瓶に貼るシール貼りはやや困難にみえた。

事業所：作業のスピードや生産性を上げて行くことの必要性を伝え、一般就労に行くスキルを身につけていくよう伝えた。

実習は楽しかった。難しい作業はペースが遅く、早くできなかったのでできるようにして行きたい。

事業所で作業したことあるので一般就労出来たら頑張って行きたい。

事業所でも経験したことのある作業だったので、安心した。

実習先での一日の流れも確認してもらえたのでよかった。

企業先でのパートさんの作業が早く、自分も早く行わないといけない

と思った。一般就労とは自分で考え、動かないといけないと感じた。

連携企業：持病に対しての対処法、治まった後の対処法、家での頻度を確認する。

利用者からの意見・評価


